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III. 研究成果の刊行に関する一覧表 
書籍                                                                              
 

 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

大野重昭 ベーチェット病の
疾患概念 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P8-11 

石ヶ坪良明、竹
内正樹、水木信
久 

 

 

ベーチェット病の
病因・病態 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P12-19 

中村晃一郎 ベーチェット病の
臨床 口腔内アフ
タ性潰瘍 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P20 

中村晃一郎 ベーチェット病の
臨床 皮膚症状 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P21 

南場研一 ベーチェット病の
臨床 眼症状 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P23 

中村晃一郎 ベーチェット病の
臨床 外陰部潰瘍 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P25 

齋藤和義、廣畑
俊成 

ベーチェット病の
臨床 関節炎 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P26 

菊地弘敏 ベーチェット病の
臨床 精巣上体炎
（副睾丸炎） 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P27 

久松理一 ベーチェット病の
臨床 消化器病変
（腸管型ベーチェ
ット病）  

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P29 

岳野光洋 ベーチェット病の
臨床 血管病変（血
管ベーチェット病） 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P31-34 

廣畑俊成 ベーチェット病の
臨床 中枢神経病
変（神経型ベーチェ
ト病） 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P34 

井上詠 ベーチェット病の
臨床 血液生化学
検査所見 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P38 

石戸岳仁、黒澤
美智子 

ベーチェット病の
臨床 疫学（症状、
重症度の変遷） 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P42 
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岳野光洋 ベーチェット病の
臨床 ベーチェッ
ト病患者の妊娠に
ついて 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P47 

山口賢一 ベーチェット病の
臨床 小児ベーチ
ェット病の特徴 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P49 

中村晃一郎、金
子史男、川上民
裕、他 

皮膚粘膜病変治療
アルゴリズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P54 

後藤浩、大野重
昭、蕪城俊克、
北市伸儀、竹内
正樹、竹内大、
南場研一、他 

眼病変治療アルゴ
リズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P56 

田中良哉、石ヶ
坪良明、菊地弘
敏、桐野洋平、
桑名正隆、齋藤
和義、沢田哲
治、岳野光洋、
東野俊洋、永渕
裕子、廣畑俊成 

関節病変治療アル
ゴリズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P58 

菊地弘敏、石ヶ
坪良明、沢田哲
治、岳野光洋、
永渕裕子、中村
晃一郎、廣畑俊
成、水木信久 

 

精巣上体炎診断治
療アルゴリズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P58 

鈴木康夫、久松
理一、井上詠、
岳野光洋、長堀
正和、他 

腸管型ベーチェッ
ト病診断治療アル
ゴリズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P59 

岳野光洋、石ヶ
坪良明、石橋宏
之、荻野均、菊
地弘敏、桐野洋
平、桑名正隆、
齋藤和義、沢田
哲治、永渕裕
子、廣畑俊成、
前田英明、他 

血管型ベーチェッ
ト病診断治療アル
ゴリズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P60 

廣畑俊成、石ヶ
坪良明、河内
泉、菊地弘敏、
桑名正隆、沢田
哲治、岳野光
洋 他 

神経型ベーチェッ
ト病診断治療アル
ゴリズム 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P61 
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中村晃一郎、金
子史男、川上民
裕、他 

皮膚粘膜病変CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P62-74 

 

後藤浩、大野重
昭、蕪城俊克、
北市伸儀、竹内
正樹、竹内大、
南場研一、他 

眼病変CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P75-98 

田中良哉、石ヶ
坪良明、菊地弘
敏、桐野洋平、
桑名正隆、齋藤
和義、沢田哲
治、岳野光洋、
東野俊洋、永渕
裕子、廣畑俊成 

関節病変CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P99-103 

菊地弘敏、石ヶ
坪良明、沢田哲
治、岳野光洋、
永渕裕子、中村
晃一郎、廣畑俊
成、水木信久 

 

精巣上位炎CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P104-106 

鈴木康夫、久松
理一、井上詠、
岳野光洋、長堀
正和、他 

腸管病変CQ 

 
水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P107-126 

岳野光洋、石ヶ
坪良明、石橋宏
之、荻野均、菊
地弘敏、桐野洋
平、桑名正隆、
齋藤和義、沢田
哲治、永渕裕
子、廣畑俊成、
前田英明、他 

血管病変CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P127-139 

廣畑俊成、石ヶ
坪良明、河内
泉、菊地弘敏、
桑名正隆、沢田
哲治、岳野光
洋、他 

神経病変CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P140-147 

山口賢一、伊藤
秀一、岩田直美 

小児ベーチェット
病CQ 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P148-153 



101 
 

水木信久、岳野
光洋、伊藤秀
一、金子佳代
子、桑名正隆、
田中良哉、土橋
浩章、久松理
一、廣畑俊成、
山口賢一 

治療総論CQ 水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P154-168 

岳野光洋 
ベーチェット病国
際診断基準（ISG,IC
BD,PEDBDなど）との
比較 

水木信久 

竹内正樹 

「ベーチェット病

診療ガイドライン2

020」 

診断と治
療社 

東京 2020 P170-171 

岳野光洋 
Behçet病 

藤尾圭志 今日の疾患辞典 エイド出
版 

東京 2020 オンライ
ン 

岳野光洋 
ベーチェット病 

岡庭豊 イヤーノートTo
pics 2020-2021 

メディッ
クメディ
ア 

東京 2020 F27-29 

後藤浩 小児ぶどう膜炎 水口雅,  
市橋  光,  
崎山  弘,  
藤秀一 

今日の小児治療
指針第17版 

医学書院 東京 2020 837-838 

菊地弘敏, 河
野肇, 見尾光
庸 

ベーチェット病 
 臨床薬学 中山書店  2020  

竹内正樹,水木
信久 

シクロスポリン加
療中で神経症状を
伴うベーチェット
病患者 

竹内大 症例から学ぼう
 ぶどう膜炎診
療のストラテジ
ー 

三輪書店 東京 2020 244-249 

久松理一 

 

腸管ベーチェット
病 

 新領域別症候群
シリーズ 消化
管症候群（第３

 

 

日本臨牀
社 

東京 2020 p133-137 

久松理一 

 

第4章 腸疾患 腸
管ベーチェット病
  

監修 矢崎
義雄 

新臨床内科学 
第10版  

医学書院 東京 2020 p537-538 

 

南場 研一 
ぶどう膜炎 

永井 良三 

 

今日の治療指針 医学書院 東京 2020 1635-163
7 

岳野光洋 

 

ベーチェット病 
藤尾圭志 生物学的製剤適

性使用ガイド 
クリニコ
出版 

東京 2021 p83-91 

岳野光洋 

 

ベーチェット病 
藤本学 皮膚科ベストセレ

クション 皮膚科膠

原病 皮疹から全身

を診る 

中山書店 東京 2021 p418-423 

川上民裕 
アフタ性口腔粘膜
疾患のすべて 照井正、 

大山学 
Monthly Book D
erma 

全日本病
院出版社 

東京 2021 
304; 9-

14 
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岳野光洋 ベーチェット病   

II.薬剤別分類    

1 TNF阻害薬 

藤尾圭志編 生物学的製剤適
性使用ガイド 

クリニコ
出版 

東京 2021 83-91 

岳野光洋 ベーチェット病. 岡庭豊編 イヤーノートTo
pics 2021-2022 

メディッ
クメディ
ア 

東京 2021 F23-24 

岳野光洋 ベーチェット病 藤本学編 皮膚科ベストセ
レクション  皮
膚科膠原病  皮
疹から全身を診
る 

中山書店 東京 2021 18-423 

岳野光洋 ベーチェット病 矢崎義雄、
小室一成編 

内科学 朝倉書店 東京 2022 pIII 410-
414 

岳野光洋 ベーチェット病. 常 深 祐 一
郎、鶴田大
輔編 

WHAT’S NEW
 in 皮膚科学 2
022-2023 

メディカ
ルレビュ
ー社 

東京 2022 p54-55 

廣畑俊成 2.膠原病に伴う神
経障害 

下畑享良 脳神経内科診断
ハンドブック 

中外医学
社 

東京 2022 574-9 

中村晃一郎 Behcet病 佐藤伸一, 
他 

今日の皮膚疾患
治療指針 

医学書院 東京 2021 396-399 

山口賢一 診断へのアプロー
チ 

Metropolit
an Pediatr
ic Rheuma
tology Con
ference 

小児リウマチレ
ジデントガイド 

朝倉書店 東京 2021 17-32 

山口賢一 若年発症の脊椎関
節炎 

Metropolit
an Pediatr
ic Rheuma
tology Con
ference 

小児リウマチレ
ジデントガイド 

朝倉書店 東京 2021 74-80 

蕪城 俊克  ベーチェット病（眼
科） 

福井次矢, 
高木  誠,  
小室一成  
編集 

今日の治療指針
2021年版 

医学書院 東京 2021 1555 

岳野光洋 免疫病・アレルギー
性疾患・膠原病 

岡庭豊 year note 2023 メディッ
クメディ
ア 

東京 2022 43-59, 
87-90 

岳野光洋 ベーチェット病 岡庭豊 イヤーノート T
opics 2022-202
3 

メディッ
クメディ
ア 

東京 2022 24-25 
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岳野光洋 ベーチェット病.  

 

矢崎義雄、
小室一成 

内科学 朝倉書店 東京 2022 410-414 

岳野光洋 ベーチェット病 常 深 祐 一
郎、鶴田大
輔 

WHAT’S NEW in
 皮膚科学 2022
-2023 

メディカ
ルレビュ
ー社 

東京 2022 54-55 

中村晃一郎 Behçet病 神人正寿、
常深祐一郎 

皮膚科診療 秘
伝の書 

南江堂 東京 2022 56-59 

後藤浩 ぶどう膜炎  小児疾患診療の
ための病態生理
3   改訂第6
版 

東京医学
社 

東京 2022 1043-104
6 

蕪城俊克 

 

 

硝子体の検体検査 根木 昭 眼科検査ガイド
第3版. 

文光堂 東京 2022 737-738 

岳野光洋 １章ベーチェット
病の臨床 

1.はじめに 

岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 1-2 

黒澤美智子 2.日本における近
年の疫学動向 

岳野光洋  現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 3-9 

中村晃一郎 

 

 

 

各論 

1.粘膜病変（口腔内
アフタ、外陰部潰
瘍） 

岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 10-15 

川上 民裕 2.皮膚病変 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 16-22 

蕪城俊克  

 

３.眼症状 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 23-30 

東野俊洋 4.関節炎 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 31-35 

菊地弘敏 5.精巣上体炎 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 36-39 

長沼誠、福井寿
朗 

6.腸管病変 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報 

東京 2023 40-47 
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岳野光洋 7.血管病変 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 48-53 

廣畑俊成 8.神経病変 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 54-61 

南場 研一 2章ベーチェット病
治療薬を使いこな
すには 

1.コルヒチン 

岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 62-65 

長堀正和 2.アザチオプリン 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社 

東京 2023 66-69 

後藤浩 3.シクロスポリン
  

岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新聞社 

東京 2023 70-74 

田中良哉 4.TNF阻害薬 岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新聞社 

東京 2023 75-82 

脇谷理沙 

土橋浩章 

5.アプレミラスト 岳野光洋 

 

現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新報社. 

東京 2023 83-88 

竹内正樹 3章エキスパートに
聞きたい 

Nature vs Nurtur
e？ 

岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
ベーチェット病 

日本医事
新聞社 

東京 2023 89-94 

桐野洋平 自己免疫 vs 自己
炎症 

岳野光洋 現場がエキスパ
ートに聞きたい
 ベーチェット
病   

日本医事
新報社 

東京 2023 95-96 

岸本暢將 
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臨床眼科 74(5) 589-594  

蕪城俊克 治療法の再整理とアップデ

ートのために専門家による

私の治療 ベーチェット病. 

日本医事新報 5040 38 2020 

蕪城俊克 眼科鑑別診断の勘どころ. 

ぶどう膜炎で硝子体混濁を

きたすもの. 

OCULISTA 84 136-140 2020 

蕪城俊克 眼科イメージング 2020Q&A】

網膜・硝子体 ぶどう膜炎 

Behcet 病のイメージングに

よる診断法について教えて

ください.  

あたらしい眼
科  

37臨増 185-189 

 

2020 

蕪城俊克 【新時代を切り拓く自己免

疫疾患治療～平成から令和

へ～】眼科領域 非感染性ぶ

どう膜炎の治療戦略. 

クリニシアン 67(11-12) 1141-1145 2020 

南場 研一 ぶどう膜炎における生物学

的製剤治療. 眼科医の手引

き. 

日本の眼科 91 188-189, 2020 

平原理紗,桐野洋平 腸管型ベーチェット病 全国膠原病友
の会 

  2020 

桐野洋平 ベーチェット病 診断と治療社   2020 

平原理紗,桐野洋平 ベーチェット病の診断・疾患

活動性におけるバイオマー

カー 

科学評論社  45-52 2020 
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平原理紗,桐野洋平 ベーチェット病における IL-

23/IL-17とその阻害薬. 

科学評論社  655-660 2020 

平原理紗,桐野洋平 ベーチェット病に対する PDE

4 阻害薬アプレミラスト 

科学評論社  665-671 2020 

東野俊洋 ベーチェット病の関節病変 

 

日本臨床 79 印刷中 2021 

岳野光洋 血管病変. 特集：ベーチェッ
ト病-基礎と臨床の最新知見
-. 

日本臨床 79 (6) 884-889 2021 

廣畑俊成 ベーチェット病-基礎と臨床
の最新知見—  カラー図説 
ベーチェット病の病理. 

日本臨床 79(6) 792-9 2021 

中村晃一郎 ベーチェット病の皮膚症状
と精神症状 

精神科 38 174-178 2021 

坪田欣也,後藤 浩 ぶどう膜網膜炎のイメージ
ング 
検査 OCT angiography. 

眼科 63 525-530 2021 

田中良哉 ベーチェット病治療におけ
る生物学的製剤：現況と将
来展望. 

日本臨床 79(6) 904-911 2021 

黒澤美智子 :特集：ベーチェット病 Ⅰ.
総論 わが国のベーチェッ
ト病の疫学像の変遷.  

日本臨床  79(6) 813-818 2021 

山口賢一 小児Behçet病 日本臨床 79巻 890-896 2021 

久松理一 テーマ：III .診断と治療 
  6. 腸管病変 
 

日本臨牀  
「ベーチェッ
ト病 -基礎と
臨床の最新知
見」 

79(6) 878-883 2021 
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久松理一 腸管ベーチェット病の診断
と治療 
 

消化器内科 
広義の炎症性
腸疾患（IBD） 
―重要疾患の
最新知見と罹
患部位による
鑑別診断― 

3(9) 36-42 2021 

脇谷理沙,土橋浩章 ベーチェット病の新規治療
薬apremilast 

日本臨床 79(6) 912-916 2021 

蕪城俊克 ベーチェット病-基礎と臨床
の最新知見. 診断と治療. 眼
病変の臨床像と診断 

日本臨床 79(6) 
 

850-856 2021 

岩田大樹,南場研一 眼病変の治療. 特集：ベーチ
ェット病. 

日本臨床. 79(6) 857-861 2021 

南場研一,大野重昭 ベーチェット病眼病変診療
ガイドラインについて. 特
集：眼科診療ガイドライン
の活用法. 

OCULISTA 96 101-106 2021 

南場研一 私の治療; 虹彩毛様体炎 週刊日本医事
新報 

5049 38-39 2021 

石ヶ坪良明,安倍清
美,岳野光洋,竹内正
樹,水木信久 

【ベーチェット病    -基礎
と臨床の最新知見-】厚生労
働省ベーチェット病研究班
ホームページからの患者相
談の実態． 

日本臨床 79(6) 925-930 2021 

竹内正樹,水木信久 もう悩まない ぶどう膜炎の
診断と治療－達人の診療プ
ロセスを教えます 

臨床眼科 75(1) 37-41 2021 

竹内正樹,水木信久 【ベーチェット病-基礎と臨
床の最新知見-】ベーチェッ
ト病臨床研究の流れ ガイ
ドライン策定からレジスト
リ研究へ 

日本臨床 79(6) 800-804 2021 

竹内正樹,岳野光洋, 
水木信久 

ガイドライン ココだけおさ
える ベーチェット病診療ガ
イドライン2020 

日本医事新報 5071 28-32 2021 

長沼誠 【内科疾患の診断基準・病
型分類・重症度】(第2章)消
化器 炎症性腸疾患 

内科 127(4) 566-568 2021 

中村晃一郎 急性外陰潰瘍・ベーチェッ
ト病の外陰病変 

産科と婦人科 89 54-58 2022 
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福井寿朗,長沼誠 ステロイド治療 日本臨床 80(3) 439-443 2022 

桐野洋平 難治性免疫疾患―病態解明
と新規治療戦略 ベーチェッ
ト病 

医学のあゆみ 277(9) 766-770 2021 

副島裕太郎, 桐野洋
平 

ベーチェット病の亜型分類 日本臨牀 79(6) 806-812 2021 

副島裕太郎, 桐野洋
平 

特殊型ベーチェット病 リウマチ科 66(5) 1-9 2021 

山口賢一 若年性強皮症 小児内科 53 907-912 2021 

廣畑俊成 VIII.内科疾患や腫瘍に伴う
神経免疫疾患 神経ベーチ
ェット病/神経スウィート
病. 

日本臨床 80(Suppl.5) 494-498 2022 

廣畑俊成 [専門医のためのアレルギー
学講座]-膠原病とアレルギ
ー-2.関節リウマチを除く膠
原病の診断と治療 

アレルギー 71(3) 168-180 2022 

中村晃一郎 急性外陰潰瘍・ベーチェット
病の外陰病変 

産科と婦人科 89 54-58 2022 

中村晃一郎 結節性紅斑様皮疹を見極め
る 

Monthly Book
 Derma 

320（4月増
刊） 

59-65 2022 

竹内正樹、水木信久 ベーチェット病診療ガイド
ラインの要点 

日本の眼科 93 1434-1435 2022 

蕪城俊克 基本から学ぶ!ぶどう膜炎診
療のポイント ぶどう膜炎に
対するステロイド内服治療 

OCULISTA  111 37-42 2022 

蕪城俊克  非感染性ぶどう膜炎でTNF阻
害薬を使えばステロイド内
服をやめられますか？ 

臨床眼科   

 

76(11) 142-145, 2022 

蕪城俊克  治療法の再整理とアップデ
ートのために 専門家によ
る私の治療 ぶどう膜炎. 

日本医事新報
   

 

5121 :47-48 2022 

鈴木佳代、南場研一 サルコイドーシスとBehcet
病.特集指定難病と医療費助
成. 

あたらしい眼
科 

39 1589-1593 2022 
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鈴木佳代、南場研一 非感染性ぶどう膜炎に対す
るTNF阻害薬使用指針および
安全対策マニュアル（改訂第
2版、2019年版）.眼疾患のガ
イドラインと診療指針−解説
とアップデート. 

眼科 臨時増
刊号 

64 1295-1298 2022 

南場研一 ぶどう膜炎続発緑内障.VI緑
内障.眼科薬物療法リファレ
ンス.  

新篇眼科プラ
クティス 

 138 2022 

南場研一 硝子体混濁. 所見から考え
るぶどう膜炎
第2版 

 90-95 2022 

桐野洋平 ベーチェット病 私の治療 

 第４版   

  2022 

永田健児、蕪城俊克、
高瀬 博、金子 優、原
田陽介 

 

手術相談室 小児ぶどう膜炎
眼に対する白内障手術 

眼科手術 36(1) 149-154 2023 

 


